
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和4年度

円 円 円 円 円 円
事業費 147,999,894

交付金額 114,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本市は平成29年度から特定防衛施設周辺整備調整交付金を予防接種事業に
充当し、安定的に予防接種事業を行うことで市民の感染防止、発症予防に努め、
市民の健康管理の向上を図る。
【参考指数】
過去3年間（R1～R3対象期間7月から12月）の対象予防接種の延べ接種
人数：19,425人

【補助事業の成果及び評価】

なし

予防接種事業　一式

令和4年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法
により周知を図った。
・宜野湾市保健相談センター（健康増進課）窓口での掲示
・宜野湾市ホームページへの掲載

　本事業を実施したことにより、市民の感染防止、発症予防に努めることが出来た。
事業実施期間中の接種延べ人数は当初目標値としていた参考指標の19,425人に
対し、実際の接種延べ人数は13,595人となった。
目標値を下回った要因として、令和４年度より子宮頸がんワクチンの積極的勧奨が
再開され、当該ワクチンの見込接種延べ人数を通知対象者の5割（4,800人）で積算
していたが、実績は330人だったことより見込み接種延べ人数の減少がある。
　しかし、実際の接種延べ人数が前年度を上回ったことより、市民の健康管理の向
上を図ることが出来たと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

今後も継続して事業を実施していきたい。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

予防接種事業

宜野湾市長

予防接種業務委託医療機関

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

147,999,894

114,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 52,402,600

交付金額 45,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本市の妊婦健康診査事業は、妊婦及び胎児の健康状態を把握し、妊娠時の
異常の早期発見・早期治療を目的に助成を行っている。特定防衛施設周辺整
備調整交付金を充当することで、安定的に妊婦健康診査事業を実施し、妊婦
が安心して妊娠・出産ができる体制を整え、母体及び胎児の健康確保を図る。

（参考指標）
　妊婦健診受診延べ人数：7，966名（R3.6月～R3.12月）

【補助事業の成果及び評価】

今後も継続して事業を実施していきたい。

なし

妊婦健康診査費　一式

令和４年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法
により（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）、周知を
図った。
１）宜野湾市保健相談センター（健康増進課）窓口での掲示
２）宜野湾市ホームページへの掲載

本事業の実施により、妊婦健康診査を安定的に実施でき、妊婦が国の示す標準的
な回数の妊婦健康診査を受けることができた。事業実施期間中（R4.6月～R4.12月）
の受診人数は7,200人となっており、妊婦自身が健康管理を行い、出産に望むこと
ができたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

妊婦健康診査事業

宜野湾市長

宜野湾市地内

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業費及び交付金額

計

52,402,600

45,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 115,198,294

交付金額 89,755,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本市のこども医療費助成事業は、こどもの疾病の早期発見及び早期治療を促
進することを目的に助成を行っている。令和元年度から特定防衛施設周辺整
備調整交付金を充当しており、今年度も調整交付金を活用することで、安定的
にこども医療費助成事業を実施し、こどもの健全な育成に寄与することを目的と
する。
 
（参考指標）
医療費助成延べ人数：２７，０４１名（R３.７月～R４.１月）

【補助事業の成果及び評価】

今後も継続して事業を実施していきたい。

無し。

医療費助成事業　こども医療費助成費　一式

令和４年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方
法により周知を図った。
・宜野湾市役所（児童家庭課）窓口での掲示
・宜野湾市ホームページへの掲載

　本事業を実施したことにより、こども医療費助成事業の安定的な実施を図ること
ができた。事業実施期間中（受診期間：令和４年７月１日～令和５年１月３１日）の
助成人数は５６，６５０人となっており、次世代を担うこども達が、発育・発達の目覚
ましい時期に安心して医療が受けれる機会を確保し、こどもの健全な育成に寄与
することができた。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

こども医療費助成事業

宜野湾市長

宜野湾市地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

115,198,294

89,755,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 55,842,381

交付金額 38,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

一般廃棄物処理業は住民の生活に必要不可欠な事業であることから、特定防
衛施設周辺整備調整交付金を充当することで、安定的なごみ収集を行い、地
域住民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

（参考指標）
　事業実施期間中のごみ収集日数：232日（R4.6月～R5.2月）

【補助事業の成果及び評価】

今後も継続して事業を実施することで、安定的なごみ収集を行い、地域住民の
生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

無

ごみ収集運搬業務

令和４年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の箇所
に記載し（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）、本事
業に係る地域住民への周知を図る。
１）市広報誌へ掲載（6月号）
２）市ホームページへ掲載

本事業を実施したことにより、安定的なごみ収集を行うことができ、地域住民の生活
環境の保全及び公衆衛生の向上が図られた。

事業実施期間中のごみ収集日数：232日（R4.6月～R5.2月）

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

環境衛生施設維持運営事業

宜野湾市長

宜野湾市地内

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業費及び交付金額

計

55,842,381

38,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 70,446,528

交付金額 42,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

本市消防本部は、災害等による傷病者の搬送を適切に行う救急業務を実施し
ており、高度な救急救命処置を行える救急救命士を配置している。
　今後も人口増や高齢化により救急需要が高まることが予想されることから、特
定防衛施設周辺整備調整交付金を充当することで、救急事案等が発生した場
合の高度な救急救命処置を速やかに行える体制を維持することを目的とする。

【補助事業の成果及び評価】

今後も救急事案等が発生した場合の高度な救急救命処置を速やかに行える体
制を維持する。

無

救急救命士の給料及び手当　　３３名

令和４年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下に記載
し、（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）本事業に係
る地域住民への周知を図った。
　① 市消防年報へ掲載（９月予定）
　② 市ホームページへ掲載

　本事業を実施したことにより救急救命士それぞれが、救急出動現場において高度
な救急救命処置を行える体制を維持することができた。また、事業実施期間中の救
急出動件数、救急救命士乗車件数及び人数は下記のとおりとなっており、安定的な
体制を維持することができたと評価する。
　① 事業実施期間中の救急出動件数 ： ２，１１４件
　② ①に対する救急救命士乗車件数 ： ２，１１４件
　③ ①に対する救急救命士乗車人数 ： ３，７０５人

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

宜野湾市救急救命士人件費助成事業

宜野湾市長

宜野湾市野嵩、我如古、真志喜地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

70,446,528

42,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 92,168,588

交付金額 62,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本市公立保育所は、安心・安全な環境のもとで児童を保育し、児童の健全な
心身の発達を援助することを目的に事業実施している。
　本保育所の運営事業に調整交付金を充当し、今後も安定的な保育運営を行
うことで、安心安全な保育環境の維持を図る。

（参考指標）
保育活動日数（R３．１１．1～R４．3．31）：111日

【補助事業の成果及び評価】

今後も継続しての事業を実施

無

保育士の給料及び手当　５９名

令和４年度

本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法に
より（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示を含む。）周知を図っ
た。
・市ホームページへの記載
・宜野湾市子育て支援課窓口での掲示

本事業を実施したことにより保育士それぞれが、子どもの健やかな成長のため事業
を行うことができ、安定的な保育環境を維持することができた。また、保育活動日数
及び保育利用人数は下記のとおりとなっており、安定的な保育運営を行えたと評価
する。
①事業実施期間中の保育活動日数：119日
②事業実施期間中の保育所利用人数：193人

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

宜野湾市立うなばら保育所ほか１件運営事業

宜野湾市長

宜野湾市大山・宜野湾地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

92,168,588

62,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 74,250,000

交付金額 46,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本市消防本部の水槽付消防ポンプ自動車は、市内で発生する火災等に使用
しているが、配備後１９年が経過しており、近年ではポンプ等の主要部分に係る
故障等が発生し、消火活動に支障を来たしている。このため、老朽化した水槽
付消防ポンプ自動車の更新を行うことで、火災等が発生した場合、速やかに現
場に出動し消火活動を行える環境を維持する。

（参考指標）
　・年間の訓練回数：３６回

【補助事業の成果及び評価】

　日常的に整備点検を実施し、今後とも整備計画に基づき老朽化した車両等を順
次更新することで、消火活動を行える環境を維持する。

無

水槽付消防ポンプ自動車　1台

令和４年度

　本車両の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下
に記載し（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）、本事
業に係る地域住民への周知を図った。
（１）本車両
（２）市ホームページ

　水槽付消防ポンプ自動車の更新を行った結果、火災等が発生した場合、速やか
に現場に出動し消火活動が行える環境を維持することができた。今後、整備後１年
間の故障等の不具合の発生状況及び訓練回数を確認する。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

水槽付消防ポンプ自動車購入

宜野湾市長

宜野湾市真志喜地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

74,250,000

46,000,000


